
東
南
ア
ジ
ア
結
ぶ
ラ
オ
ス
を
中
心
に
成
長
へ

質の高いインフラで人材育成にも貢献

７

年第１四半期は資材価格が急騰

セメント業界から循環経済実現へ

（カッコ内は掲載日）

グ
リ

ン
水
素
製
造
事
業
に
参
画

大
阪
ガ
ス
豪
州
で
プ
ラ
ン
ト
共
同
開
発

海外プラント建設管理をデジタル化
日
揮
グ
ロ

バ
ル

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

（１２）（第３種郵便物認可） ２０２２年　（令和４年）　４月２７日　（水曜日）１ヵ月　，円（税込）
６ヵ月，円（税込）新聞定価

　
２
０
１
６
年

岡
山
県
の
三
幸
工

務
店
は
ラ
オ
ス
に
現
地
子
会
社
の
三

幸
ラ
オ
を
設
立
し

コ
ン
ク
リ

ト

二
次
製
品
の
製
造
と
販
売
を
開
始
し

た

進
出
の
き

か
け
は
ラ
オ
ス
を

訪
問
し
た
際

不
足
し
て
い
る
道
路

な
ど
未
整
備
の
イ
ン
フ
ラ
を
目
の
当

た
り
に
し

日
本
で
培

て
き
た
技

術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
ラ
オ
ス

の
発
展
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
た
か

ら
だ

ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
か
ら
も


タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
成
長
著
し
い

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
︵
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
︶
の
国
々
を
結
ぶ
陸
路
の
中
心
で

あ
り

将
来
イ
ン
フ
ラ
市
場
へ
の
展

開
が
期
待
で
き
る
こ
と
も
ラ
オ
ス
を

選
ん
だ
理
由
の
一
つ
だ


　
近
年

ラ
オ
ス
の
成
長
に
期
待
が

高
ま

て
い
る

経
済
協
力
開
発
機

構
︵
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
︶
は

コ
ロ
ナ
禍
前

に
は

年
ま
で
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
平

均
を
超
え
る
年
７
％
の
経
済
成
長
を

予
測
し
て
い
た
世
界
銀
行︵
世
銀
︶

に
よ
る
と

コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
停
滞

は
あ
る
が

今
後
徐
々
に
回
復
す
る

見
通
し
だ


　
地
理
的
に
は
５
カ
国
と
国
境
を
接

し

東
西
経
済
回
廊
な
ど
の
国
際
幹

線
道
路
を
擁
す
る
た
め

東
南
ア
ジ

ア
地
域
の
人
や
物
の
流
れ
を
活
性
化

さ
せ
る
﹁
連
結
性
﹂
の
観
点
か
ら
も

注
目
さ
れ
て
い
る

特
に

年
に
開

業
し
た
ラ
オ
ス
と
中
国
を
結
ぶ
高
速

鉄
道
は
ラ
オ
ス
の
総
所
得
を
長
期
的

に

％
引
き
上
げ
る
と
世
銀
は
試
算

し
て
い
る

ラ
オ
ス
政
府
も
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
進
め
て
連
結
性
を
高
め
る

こ
と
を
国
家
的
な
目
標
に
掲
げ
て
お

り

今
後
も
イ
ン
フ
ラ
建
設
は
継
続

す
る
見
通
し
で
あ
る


◇
　
　
　
◇

　
日
本
の
ラ
オ
ス
へ
の
支
援
の
歴
史

は
長
く

親
日
的
な
ラ
オ
ス
人
が
多

い

１
９
６
５
年
に
世
界
で
初
め
て

国
際
協
力
機
構
︵
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

当
時

の
海
外
技
術
協
力
事
業
団
︶
の
青
年

海
外
協
力
隊
が
派
遣
さ
れ
た
国
で


現
在
ま
で
に
派
遣
さ
れ
た
隊
員
は
１

０
０
０
人
を
超
え
る

イ
ン
フ
ラ
分

野
で
も

ラ
オ
ス
の
空
の
玄
関
口
で

あ
る
ビ
エ
ン
チ

ン
国
際
空
港
タ


ミ
ナ
ル
拡
張
計
画

タ
イ
と
ラ
オ
ス

を
結
ぶ
第
２
メ
コ
ン
友
好
橋
建
設
計

画

東
西
経
済
回
廊
の
一
部
を
担
う

国
道
９
号
線
整
備
計
画
と
い

た


東
南
ア
ジ
ア
地
域
と
の
連
結
性
を
高

め
る
上
で
重
要
な
事
業
を
成
功
さ

せ

信
頼
関
係
を
築
い
て
き
た

支

援
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
中
に
は

紙
幣

の
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
採
用
さ
れ
た
も

の
も
あ
る


　
日
本
は
技
術
協
力
を
通
じ
た
﹁
人

づ
く
り
﹂に
も
力
を
入
れ
て
い
る
特

に
道
路
維
持
管
理
分
野
に
お
い
て


Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
２
０
１
７
年
に
﹁
道
路

ア
セ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ラ

ト

フ


ム
︵
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｐ
︶
﹂
を
立
ち

上
げ

日
本
国
内
の
イ
ン
フ
ラ
老
朽

化
問
題
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
産
学

官
が
培

て
き
た
技
術
や
経
験
を
技

術
協
力
に
活
用
す
る
体
制
を
構
築
し

た


年
に
は
土
木
学
会
と
連
携
覚

書
を
交
わ
し

そ
の
体
制
の
強
化
に

も
取
り
組
ん
で
い
る


　
ラ
オ
ス
で
は
約
３
０
０
０
の
橋
梁

に
対
す
る
維
持
管
理
不
足
が
指
摘
さ

れ
て
お
り

落
橋
も
報
告
さ
れ
て
い

る

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
技
術
協
力
プ
ロ
ジ


ク
ト
﹁
橋
梁
維
持
管
理
能
力
強
化

プ
ロ
ジ

ク
ト
﹂
を
実
施
し

ラ
オ

ス
が
持
続
的
に
橋
梁
を
維
持
管
理
で

き
る
よ
う
人
材
育
成
を
行

て
い

る


　
ま
た
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｐ
の
枠
組
み
の
下


日
本
の
企
業
も
協
力
し
て
い
る

写

真
か
ら
コ
ン
ク
リ

ト
表
面
の
損
傷

を
検
出
す
る
画
像
診
断
技
術
﹁
ひ
び

み

け
﹂
︵
開
発
者
‖
富
士
フ
イ
ル

ム
︶

鋼
材
の
表
面
に
防
食
性
の
高

い
さ
び
を
形
成
す
る
こ
と
で
腐
食
を

防
ぐ
塗
料
﹁
Ｐ
ａ
ｔ
！
ｎ
ａ
Ｌ
ｏ
ｃ

ｋ
﹂
︵
同
‖
京
都
マ
テ
リ
ア
ル
ズ
︶

な
ど
を
紹
介
し
た
と
こ
ろ

ラ
オ
ス

の
技
術
者
か
ら
は
現
地
で
の
試
行
利

用
が
要
望
さ
れ
る
な
ど

日
本
の
技

術
へ
の
高
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た


京
都
マ
テ
リ
ア
ル
ズ
代
表
取
締
役

で

大
阪
大
学
の
招
聘
︵
し

う
へ

い
︶
教
授
も
務
め
る
山
下
正
人
氏
は

﹁
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
連
携
す
る
こ
と
で


世
界
規
模
で
課
題
と
な

て
い
る
イ

ン
フ
ラ
老
朽
化
に
対
し
て

長
年
研

究
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
技
術
を

通
じ
貢
献
す
る
機
会
が
広
が

た


同
時
に
海
外
の
人
材
育
成
も
日
本
の

重
要
な
役
割
と
考
え
て
お
り

途
上

国
の
人
材
育
成
に
貢
献
で
き
る
点
も

素
晴
ら
し
い
と
感
じ
て
い
る
﹂
と
語

る


◇
　
　
　
◇

　
今
後
の
ラ
オ
ス
の
成
長
に
は

質

の
高
い
イ
ン
フ
ラ
も
重
要
に
な
る
だ

ろ
う

近
年

ラ
オ
ス
で
は

一
帯

一
路
政
策
を
掲
げ
る
中
国
の
存
在
感

が
増
す
一
方
で

対
中
国
の
債
務
も

急
増
し

い
わ
ゆ
る
﹁
債
務
の
罠

︵
わ
な
︶
﹂
も
指
摘
さ
れ
て
い
る


長
期
的
な
視
点
に
立
ち

質
の
高
い

イ
ン
フ
ラ
を
造
り

長
く
安
全
に
利

用
す
る
と
い
う
考
え
方
が
定
着
す
れ

ば

品
質
や
維
持
管
理
に
対
す
る
需

要
が
高
ま
り

日
本
の
技
術
や
経
験

に
対
す
る
期
待
も
高
ま
る
だ
ろ
う


　
冒
頭
の
三
幸
ラ
オ
は

年
３
月
か

ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
中
小
企
業
向
け
の
民

間
連
携
事
業
に
よ
り

高
品
質
で
安

価
な
コ
ン
ク
リ

ト
二
次
製
品
の
供

給
を
通
じ
て

ラ
オ
ス
の
発
展
を
下

支
え
す
る
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い

る

三
幸
ラ
オ
の
二
宗
克
行
氏
は

﹁
ラ
オ
ス
で
は
コ
ン
ク
リ

ト
の
品

質
に
対
す
る
認
識
が
ま
だ
高
く
な

い

ラ
オ
ス
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ

て

現
地
の
経
済
発
展
・
人
材
育
成

に
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
﹂
と
語


て
い
る


　
今
後
ラ
オ
ス
が
連
結
性
を
高
め


東
南
ア
ジ
ア
地
域
を
結
ぶ
国
と
し
て

成
長
し
て
い
く
こ
と
は

同
国
だ
け

で
な
く
地
域
全
体
の
潜
在
力
を
さ
ら

に
発
揮
す
る
原
動
力
と
な
る
だ
ろ

う

日
本
は
ハ

ド
と
ソ
フ
ト
の
両

面
か
ら
ラ
オ
ス
の﹁
質
の
高
い
成
長
﹂

を
支
援
す
る
こ
と
で

さ
ら
な
る
信

頼
を
築
い
て
い
く

日
本
が
培

て

き
た
技
術
や
経
験
を
最
大
限
に
届
け

ら
れ
る
よ
う

産
学
官
が
協
力
し
た

支
援
を
一
層
活
性
化
さ
せ
て
い
き
た

い


　
︵
ラ
オ
ス
・
橋
梁
維
持
管
理
能
力

強
化
プ
ロ
ジ

ク
ト
・
近
藤
達
仁
専

門
家
︶

三幸ラオが現地で製造する
コンクリート二次製品

橋
梁
維
持
管
理
能
力
強
化
プ
ロ
ジ


ク
ト
で
の
技
術
指
導
の
様
子

　建設省は日、年第１四半期の事業進
捗（しんちょく）と建設産業の現状を報告す
る会議を開いた写真。会議はハノイ市内の
建設省本部と全国の同省機関などをつないだ
オンライン方式で実施。グエン・タイン・ギー
建設相が議長を務めた。
　報告によると、新型コロナウイルスのパン
デミック（世界的大流行）からの回復途上に
ある国内経済は、年第１四半期に．％の
成長を記録し、昨年同期の．％を上回った。
建設産業だけで見ると、成長率は前年同期の
．％には及ばず、．％だった。
　政府の社会経済発展計画に基づき、建設省
は低所得者向け住宅の開発促進をはじめ、さ
まざまな政策に取り組んでいる。会議では今

年に入って全国で７件の社会住宅・労働者向
け住宅が着工し、第３～４四半期にはハノイ
市で２件戸の建設が予定されていると報
告された。
　法令整備では、１月に不動産業に関連する
複数の法律の詳細を定めた政令、２月に社会
住宅の設計基準などを定めた政府決定などを
発表。都市計画の分野では、各地の建設計画
件、都市開発プロジェクト件の承認と都

市計画ポータルサイトでの公開を行った。
　建設資材市場を見ると、セメント価格は前
年同期より～％の上昇。同様に建設用鋼
材も年第４四半期から．％増と急速に上
昇していることが報告された。（４月日）

　グエン・タイン・ギー建設相は日、北部
ハナム省にあるベトナムセメント公社（ＶＩ
ＣＥＭ）ブットソン工場を訪れ、同社幹部と
セメント業界での循環経済の実現について意
見交換した。ギー建設相らは会議の後、工場
の製造ラインを視察写真。ブイ・ホン・ミン
建設副大臣やハナム省の幹部らも同行した。
　高温で焼成するセメント製造では、廃棄物
の仕分けに厳しい基準がなく、残りかすもな
いため処分場が必要ないといった理由で、循
環型社会に貢献すると期待されている。国内
のセメント工場カ所のうち、危険廃棄物を
扱う許可を得ているのは３カ所のみ。セメン

ト業界の廃棄物有効活用の余地は非常に大き
いとされる。
　ＶＩＣＥＭは、ブットソンを含む五つの製
造ラインで汚泥の再利用を進めており、
年は１万ｔ、年は原料の３～５％に当
たる７万ｔを利用。年は８万ｔを受け
入れる計画だ。
　産業廃棄物の利用では、今年は万ｔ
を利用する予定。クリンカ１ｔ当たり～

１万ドンのコスト削減を見込む。ブット
ソン工場では昨年末に危険廃棄物の取り扱い
が許可され、利用が始まっている。年に政
府が定めた年までの建設資材業界の発展戦
略と年までのビジョンに基づき、ＶＩＣＥ
Ｍではスラグなど産業廃棄物の活用を推進し
ており、年は合計万ｔの廃棄物利用を
計画している。
　ギー建設相は「循環経済の実現にセメント
業界は大きな役割を担う。計画の初期段階で
はあるが、これまで順調な成績を残してきた。
ＶＩＣＥＭには目標達成に向け、さらに技術
開発に努めてほしい」と述べた。これに対し
ＶＩＣＥＭの代表は、事業者に廃棄物利用を
促す政策メカニズムが十分ではないこと、廃
棄物の調達コストが高いことなどを課題に挙
げた上で、建設省に対し産業廃棄物の取引市
場の確立や工場のグリーン認定制度の創設な
どを要望した。 　（４月日）

水
素
製
造
ユ
ニ

ト
の
設
置
イ
メ

ジ

︵
報
道
発
表
資
料
か
ら
︶

　
大
阪
ガ
ス
と
オ

ス
ト
ラ
リ
ア
の
水
素
関

連
企
業
の
ア
ク
ア
エ
ア
レ
ム
︵
シ
ド
ニ

︶

は

同
国
北
部
の
準
州
で
水
素
製
造
プ
ラ
ン

ト
を
共
同
開
発
す
る
契
約
を

日
に
結
ん

だ

大
気
中
か
ら
回
収
し
た
水
と

送
電
網

に
接
続
さ
れ
て
い
な
い
太
陽
光
発
電
由
来
の

電
気
を
原
料
に
グ
リ

ン
水
素
を
製
造

同

国
発
電
所
へ
の
供
給
や
国
外
へ
の
輸
出
を
目

指
す


　
同
国
の
準
州
は
日
射
量
が
非
常
に
多
く
太

陽
光
の
活
用
に
適
し
て
い
る
一
方

乾
燥
地

帯
の
た
め
水
資
源
に
乏
し
い
状
況
に
あ
る


両
社
は
豊
富
な
太
陽
光
資
源
を
活
用
し
な
が

ら

ア
ク
ア
エ
ア
レ
ム
の
独
自
技
術
で
大
気

中
か
ら
水
を
回
収
し
グ
リ

ン
水
素
を
製
造

す
る
﹁
デ
ザ

ト
ブ
ル

ム
ハ
イ
ド
ロ
ジ


ン
プ
ロ
ジ

ク
ト
﹂
を
展
開
し
て
い
く


　
現
在
は
ア
ク
ア
エ
ア
レ
ム
ら
が
﹁
水
生
産

ユ
ニ

ト
﹂の
実
証
試
験
を
実
施
中
今
後


大
阪
ガ
ス
と
共
同
で
２
０
２
３
年
に
約
４
０

０

の
水
素
製
造
プ
ラ
ン
ト
の
建
設
を
目
指

し

プ
ラ
ン
ト
設
計
や
製
造
し
た
水
素
の
供

給
先
に
関
す
る
検
討
な
ど
を
進
め
て
い
く
考

え
だ


　
大
阪
ガ
ス
は
ガ
ス
製
造
事
業
や
水
素
関
連

事
業
で
培

た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し

プ
ラ

ン
ト
の
基
本
設
計
と
建
設
に
関
す
る
技
術
支

援
を
行
う

長
期
的
に
は
複
数
の
水
素
製
造

プ
ラ
ン
ト
を
建
設
し
合
計
で
年
間
約

万


の
水
素
製
造
を
目
指
す


プラント建設の進捗管理イメージ
（報道発表資料から）

　日揮ホールディングス（ＨＤ）の海外Ｅ
ＰＣ（設計、調達、建設）事業会社の日揮
グローバルとＮＴＴドコモが、海外プラン
ト建設の施工管理でデジタル化を加速す
る。ドローンや映像、ＡＩなどを使って国
内から海外建設工事現場の状況を正確に可
視化し、遠隔管理できるプラットフォーム

を共同開発する。両社は日に業務提携契
約を結んだ。
　日揮グローバルのプラント建設管理の知
見と、ＮＴＴドコモが保有するドローンや
ＡＩ、セキュリティー、ネットワーク構築
などの技術を組み合わせる。
　共同開発するプラットフォームはドロー
ンや度カメラ、米ベンチャー企業「Rec
onstruct」が提供するビジュアル施工管理
システムを使用。撮影した建設現場の画像
データを抽出し、３Ｄ設計データを組み合
わせて工程スケジュールのデータと連動さ
せる。
　両社は年からプラント設備点検や建
設工事の進捗（しんちょく）管理のＤＸ化
を目指し、ドローンやＩｏＴなどを活用し
たシステム開発の検討を進めてきた。年
度中に東南アジアや中東の建設現場で実証
を行いシステムを導入していく考えだ。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ニ

ケ
ル

製
錬
所
事
業
化
検
討
を
中
止

住
友
金
属
鉱
山

　
住
友
金
属
鉱
山
は

日

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

南
東
の
ス
ラ
ウ

シ
州
コ
ラ
カ
市
ポ
マ
ラ
地

区
で
事
業
化
を
検
討
し
て
い
た
ニ

ケ
ル
製

錬
所
建
設
︵
ポ
マ
ラ
プ
ロ
ジ

ク
ト
︶
を
中

止
す
る
と
発
表
し
た


　
同
社
は
２
０
１
２
年
に
鉱
山
会
社
の
Ｐ
Ｔ

ヴ


レ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
︵
ジ

カ
ル
タ


Ｐ
Ｔ
Ｖ
Ｉ
︶
と
プ
ロ
ジ

ク
ト
の
事
前
事
業

化
調
査
を
開
始


年
か
ら
最
終
的
な
事
業

化
調
査
を
進
め
て
き
た
が

コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
も
あ
り
許
認
可
取
得
の
手
続
き
や
Ｐ
Ｔ
Ｖ

Ｉ
と
の
協
議
に
時
間
を
要
し
て
い
た


　
こ
う
し
た
状
況
の
中

Ｐ
Ｔ
Ｖ
Ｉ
が
住
友

金
属
鉱
山
と
の
プ
ロ
ジ

ク
ト
推
進
以
外
の

道
を
探
る
方
針
を
決
定

住
友
金
属
鉱
山
は

社
内
外
の
プ
ロ
ジ

ク
ト
検
討
体
制
が
維
持

で
き
な
い
状
況
と
な
り
事
業
化
検
討
の
中
止

を
判
断
し
た


　
同
社
は
長
期
ビ
ジ

ン
の
中
で

ポ
マ
ラ

プ
ロ
ジ

ク
ト
を﹁
ニ

ケ
ル

万

体
制
﹂

の
実
現
に
向
け
た
資
源
戦
略
の
中
心
に
据
え

て
い
た

事
業
の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

が

中
期
経
営
計
画
に
掲
げ
た
﹁
３
事
業
連

携
︵
ニ

ケ
ル
｜
電
池
︶
の
バ
リ


チ



ン
強
化
﹂
と
製
品
の
安
定
供
給
に
向
け


今
後
も
資
源
の
安
定
確
保
に
努
め
て
い
く
考

え
だ


次
回
は
５
月

日
に
掲
載
予
定
で
す



